
1. はじめに

当社､住化分析センターは､昭和47年に創立以来､本年で創立35

年を迎えました。発足当初の環境分析事業から現在の環境調

査･測定､エレクトロニクス､危険性調査､食品分野･微生物試験､

医薬品･バイオ､科学･工業用製品･原材料､化学物質の登録申

請･安全性調査､機器･付属品販売等の綜合分析･評価会社と

して､この間幾多の苦難はありましたが各企業の方 か々らのご愛

顧のお陰で､業容は概ね順調に拡大基調で推移してまいりまし

た。この場をお借りしまして御礼申し上げます。

当社（Sumika Chemical Analysis Service: SCAS）は､ゆるぎない

お客さまとのパートナーシップを目指して､Speedy､Cost-conscious､

Accurate､Serviceを行動基準としております。そのひとつのSpeedy

は､納期を大幅に短縮し､約束した期日の厳守を目指しています。

お客さまからのご依頼は､工程管理､開発研究､トラブル対策､監

視等いろいろな目的がありますが､ご依頼を決断された時点か

ら､結果を少しでも早く知りたい､結果によって次のアクションの

要否､方法､スケジュールを早く決定したい等､納期には非常

に高い関心を持っています。したがって､受託分析事業において

は､納期管理はもとより､納期短縮は最重要な戦略のひとつであ

ります。

我 の々職場では電子産業分野を対象とした分析を主な業務とし

ていますが､この短納期化の構築は､特に電子産業分野向けに

おいては重要な課題です。本題の開発秘話には若干趣を異にし

ますが､短納期システム構築例の一端として､電子材料表面清浄

度評価としての金属元素分析報告即納化の実現例をご紹介い

たします。

2.ご依頼からご報告まで

お客さまからのお問い合わせについては､先ず営業部門が担当

し､その内容は営業部門担当者から電話なり電子メールで分析

ラボに伝わります。技術的判断､実施可否､納期等を検討して､最

終的に当社ネットワークの受注･分析管理システムに､分析項目､

料金､試料受領予定日､納期等が契約内容として登録されます。

分析試料が届くと計画に従って分析がスタートされ､着手日､担

当者､完了予定日､完了日等がその都度ネットワークへ入力され

て､進捗管理システムを通じて納期管理されます。

お客さまへの報告の納期は､分析内容によっていろいろ異なり

ますが､通常納期は1週間程度としています。ただ短納期をご要

望された場合は､分析装置･設備･器具の確保､試薬準備等を

考慮して､3日程度で緊急対応処理しています。当職場では､冒頭

に記述した通り､電子材料表面清浄度評価分析を即納システム

化しており（午前中に届いた試料は当日中に分析結果を速報）、こ

れが当社の分析技術力とともに顧客から大きな信頼を得ています。

3. 分析業務の細分化と標準化

業務の分業化は､DIPS（Double Intellectual People System）に

関する図書等に紹介されている通り､3つのS要素（Simplification:

単純化､Standardization: 標準化､Specialization: 専門化）に大きな

効果があると言われています。そして､生産性向上は分業と3Sから

とも言われています。また､整理､整頓､清掃の3Sは､安全管理､品

質管理の上でも重要でどの企業でも実施していますが､この3Sを

加えた3S+3Sでさらに生産性向上の効果が上がります。

ラボにおける分析業務を分業化するにあたり､まず業務の細分

化とその効果をもう少し具体的に下記に述べてみます。

分析業務をプロセス順にみると､試料内容により差異はあるも

のの､①サンプリング→②分解･溶液化→③精製･濃縮→④測定

→⑤データ解析→⑥報告書作成の6つのプロセスに分類するこ

とができます。その中で､①から⑤までの各プロセスに対する処

理方法は一種類だけではなく､通常何種類かの方法があります。

たとえば､②の分解･溶液化の方法において､酸を使用する場合

でも､塩酸､硝酸､硫酸､フッ酸､王水､その他各種混酸等と多種

の酸を使う方法があります。④の測定においては､ICP/MS（ICP

質量分析法）、ICP/AES（ICP発光分析法）、AAS（原子吸光法）、

GC/MS（ガスクロマトグラフ質量分析法）、イオンクロマトグラ

フ法等､多くの方法があります。データ解析方法においても､何

通りかの方法が考えられます。

上記5つのプロセスでそれぞれ5通りの方法があると仮定した場

合､その分析方法は55＝3,125通りの方法が存在することになり

ます。したがって､ある分析を実施する場合に､非常に多くの方

法の中から1つの方法を選定しなければなりません。そのため

には3,125個のマニュアル作成が必要になりますが､これは非現

実的です。しかし､各プロセスの業務･作業を独立したものとし

て細分化して考えると､各プロセスの作業方法は5通りになり､

5×5通り＝25通りの方法となります。非常に簡素化されて､分析

マニュアルも25個の作成でよく､分析標準化が大変容易となり

ます。このように､業務を単位作業で捉えれば､大部分が標準化

された既存の分析方法で対応できることになります。

しかし､分業については長所､短所も考えられ､特に分析業務の

分業化はその業務量､分析技術者数等の一定条件が整う必要

があって､多くのラボでは実施していません。方法は理解してい
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てもなかなか実行できないのが実情です。

4. 分析業務の分業化と実現

一般的には､受注案件ごとに熟練した分析者が最初から最後ま

で受け持って分析します。この一案件一担当者システムは分析

者のプロ意識を満足し､受注数量､分析者数が少ない場合には

大きな弊害がなく､むしろよい方法といえます。我 の々職場でもこ

の一案件一担当者システムで処理していましたが､受注数量の

増加､それに伴う分析者数の増加により､共用の設備､分析装置

等の使用時間帯が重複することがしばしばみられるようになり

ました。

この問題･状況を､従来から日常的に行っていたチームミーティ

ングの場で話題に取り上げ､装置の使用の順番待ち､分析装置

による検量線作成の使用者毎重複作成等､非効率的状況をチ

ーム全員で認識しました。測定を専任化すればこれらの重複問題

は回避できるのではという対策案でまとまりましたが､反面､このよう

な分業は分析者が一歯車的存在になるのではという､特に分析

熟練者のプライド意識の問題がありました。改革には当然功罪が

伴いますが､分業化のメリットを考え､現実の重複問題解消に

はぜひ取り入れる必要があることをチームリーダーの強い方針

と全員の合意で決意し､取り入れることになりました。分業の中

には､受付･外部対応も専任化することにし､これにより､分析担

当者の受注案件に関する多くの電話､メール等での問合せの

対応による分析作業の中断が回避できます。受付～報告まで

を4作業に分類して分業化することとしました。

5. 分析業務のローテーションと平準化

業務の分業化は 3項に記述した Simplification: 単純化､

Standardization: 標準化､Specialization: 専門化の効果がありま

した。マニュアルは完備され､各プロセス担当者はその業務に

ついて専門化し､習熟し､知識･技術も専門的に深化､高度化し

て一定の成果が現れました。反面､プロセス担当者を固定化す

るとそれぞれの業務繁忙度のばらつき､担当者自身の技術の多

能化欲望等に対する問題の発生を経験し､必ずしも満足できる

体制とはいえませんでした。この問題についても､チーム員全員

で現状の問題､対策方法を議論した結果､分業化した各業務を

それぞれがローテーションするという案を採用することにしました。

各プロセスの配置を一定期間ごとにローテーションし､これを繰り

返して全員が全プロセス技術を習得できるような運営体制に見直

しました。各人の技術修得欲望を満たし多能化が図られ､繁忙

プロセスへの相互補完も容易となりました。このような業務の平準

化は､各人の休暇取得も容易になるなど側面的な効果もあり

ました。

この体制を構築するには､チームワーク､分析者自ら業務改革を

行うという強い前向きな意識が必要で､今まで当たり前に行っ

てきた作業方法をもっと効率的にできないか､簡素にできない

かという､自ら見直す分析者個々の士気､職場全体の活性とチ

ームワークが最大のポイントであったと考えています。分析の効

率化､スピードアップを検討すれば､どの職場でも思いつく方法

ではあっても､あるいは知ってはいても､実際に効果的に実現で

きているところは少ないといえます。分析以外のスポーツなどあ

らゆる場面で共通ですが､“やり方が分かっている”と“実行で

きている”には大きな隔たりがあります。

6. 短納期化を目指した分析プロセスの改革

短納期を目指した最も基本的な部分は､前述した業務の分業化､

平準化とこれに対応した分析技術者の的確な配置でした。これ

をさらに進めて､分析試料受領当日に速報が可能な短納期化を

目指しました。分析技術そのものの分析所要時間の大幅短縮は､

分析技術の根本的な開発が必要で容易ではありません。そこ

で､その分析業務プロセスに関し､各プロセスの徹底的効率化を

図るとともに､それぞれが活かされるようにシステム化を図りま

した。

効率化については､受付､試薬･装置準備､分析ローテーションの

最適化､装置機能の有効活用､データ解析方法の効率化､報告

書作成方法の効率化､etc.と徹底して各プロセスを見直しました。

これらは､分析受注管理方法の改善､作業予定表の改善､試料

容器の改良､容器識別方法の改善､分析治具の考案､試料溶解

方法の改善､分析正確度改善､分析データ解析方法の改善､分

析済み試料返却方法の改善､etc.と非常に多くの改善策として提

案され､大部分が実行に移されています。

効率化､平準化は､生産性向上､納期短縮に大きな効果として成

果が現れました。これをチーム全員の合意の下で確実に運用する

ため､それぞれをシステム化しました。このシステムが現在うま

く機能して､分析データの短納期体制が実現しています。

7. おわりに

分析データの短納期化は､ひとつだけの対策だけで成立する決

定打はありません。プロセス全体にわたっての地道な細部の効

率化追求が必要です。それぞれ一つひとつの効率化は小さくて

も､それをプロセス全体として効果的に運営できるシステム化

が大幅な納期短縮に繋がります。この短納期化の実現は､初期

にチームメンバーの分業化抵抗意識がありましたが､方針決定後

は全員の協力意識､そして実行力が日常の中で培われていたこ

とが大きな要因でした。その成果は見える形で分析技術者に示

すことが大切です。達成感、やりがいを感じながら､継続した活

力､追及体質が醸成されます。そのベースは､各分析技術者の“本

気､やる気､元気”な集合した力強い現場力であったといえます。
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